
岩
手
航
路
標
識
事
務

所
長
表
彰
を
受
賞

普
代
村
漁
業
協
同
組
合
が
、
堀
内

港
北
防
波
堤
灯
台
の
灯
火
監
視
を
十

年
に
わ
た
り
務
め
た
功
績
で
、
岩
手

航
路
標
識
事
務
所
長
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
十
一
月
一
日
、
百
三

十
三
周
灯
台
記
念
日
に
、
宮
古
市
合

同
庁
舎
岩
手
航
路
標
識
事
務
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
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岩
手
航
路
標
識
事
務
所
で
賞
を
受

け
る
普
代
村
漁
協
前
川
健
吾
参
事

普代村漁業協同組合

第
三
十
五
回
夏
休
み
良
書
推
せ
ん
運
動
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
（
県
良
書
推
進
協
議
会
主
催
）
で
、
普
代

小
二
年
の
外
舘
ゆ
き
か
さ
ん
＝
写
真
＝
が
見
事
、
県
小

学
校
長
会
会
長
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
ゆ
き

か
さ
ん
の
作
文
は
、

「
書
き
出
し
が
い
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
本
を
よ
ん
で
か

ら
、
せ
ん
そ
う
の
こ

と
を
か
ん
が
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
ね
」
と
審
査

員
に
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
は
十
月
十
七
日
、
盛
岡
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
道
45
号
普
代
バ
イ
パ
ス
工
事

で
発
見
さ
れ
た
「
力
持
ち
遺
跡
」
は
、

四
月
中
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
ま
で
の

予
定
で
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
の
調
査
は
十
一

月
十
五
日
で
い
っ
た
ん
終
了
。

県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
が
、
緊
急

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
村
天
拝
坂
の

力
持
ち
遺
跡
か
ら
、
縄
文
時
代
中
期

（
五
千
〜
四
千
年
前
）
の
堅
穴
住
居

跡
や
土
器
が
大
量
に
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
発
掘
調
査
は
今
回
、
初
め
て

行
わ
れ
ま
し
た
が
大
型
の
住
居
跡
も

確
認
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
の
大
規
模

な
ム
ラ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
分
布
が
異
な
る
二
種
類
の
土
器

も
大
量
に
見
つ
か
り
、
南
北
文
化
の

融
合
点
だ
っ
た
こ
と
も
裏
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
力
持
ち
遺
跡
調
査
は
、
来

年
四
月
か
ら
ふ
た
た
び
開
始
さ
れ
る

予
定
で
す
。

９月16日現地説明会実施。参加者たちに縄文の
発掘説明する星雅之文化財調査員（右手前）

力
持
ち
遺
跡
発
掘
調
査
第
一
段
階
終
了

大
規
模
な
集
落
跡
発
見

須賀　　等さん野 幸太郎さん中野　ミヨさん

野中惣一郎さん藤島　ミヤさん道上　福美さん

●
福
祉
大
会
会
長

表
彰▽

社
会
福
祉
事

業
功
労
者
　
野
中

惣
一
郎
（
民
生
・

児
童
委
員
）
藤
島

ミ
ヤ
子
（
同
）
▽

共
同
募
金
運
動
功

労
者

道
上
福
美

小
屋
敷
亮
二
郎

見
嶽
重
次
郎

●
福
祉
大
会
会
長

表
彰

▽
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
　
野
中

惣
一
郎
（
民
生
・
児
童
委
員
）
藤
島

ミ
ヤ
子
（
同
）
▽
共
同
募
金
運
動
功

労
者

道
上
福
美
　
小
屋
敷
亮
二
郎

見
嶽
重
次
郎
　
　
　
　
　
　

＝
敬
称
略
＝

小屋敷亮二郎さん見嶽重次郎さん

外舘ゆきかさん！見事です
県小学校長会会長賞を受賞




